
これに続いて酸性染料、塩基性染料、媒染染料、バット染料、硫化染料、酸

化染料、ナフトール染料等がドイツ、スイス、イギリス、フランス、アメリカ

等で製造され日本はそれを輸入した。繊維関係では絹、綿、羊毛、麻を使用す

るようになったが、絹麻以外量の多いものは、すべて輸入に頼らなければなら

ず、パルプから製造する、化学繊維即ち、レーヨンの製造には早くから着手し

た。このように明治期には、熱源、素材、着色料、加工機が大転換したので、

文様染めもそれにつれて変化し、それが 20世紀前半まで続き、20世紀後半

の、合成繊維の時代へと引き継がれる。
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（色染・昭２８ 萩原理一） 

会報投稿規定

会員の皆様からの投稿が会報の生命です。どうかご協力をお願いします。

① 会報の発行目的に適うものであれば、内容に特別の制限はありません。

② 下記の様なものは掲載不可となりますので、ご留意下さい。

１）特定の宗教、政治、企業等の宣伝に類するもの

２）本会の品格を損なうような内容のもの

③ 投稿の形式、方法

１）パソコン原稿の場合

ＷＯＲＤ文書 Ａ４、横書き、文字数：４０、行数：４０、

全体の字数：３２００字以内目標（図、写真を含む）

２）筆記原稿の場合

  ４００字詰め原稿用紙に横書きし、２～８枚以内、

プリント写真、手描き図なども可。

送付先：色染物質会事務局 佐藤忠孝宛（sikisen@matugasaki.com ）  
〒 610-0121  城陽市寺田今堀  １０８－１５  
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